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社会学基礎演習
多民族化する日本社会のエスニシティ
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人口・面積

▶人口:約9,340万人

(日本の約0.7倍)

▶面積:32万9,241㎢
(日本の約0.9倍)

民族・宗教

▶民族:キン族が約86％

他にモン族、クメール族、チャム族など

53の少数民族がいる。

▶宗教:仏教(80％)

他にカトリック、カオダイ教など

歴史的経緯

ベトナムへ多額の経済投資をしており、政治的、経済的に友好関係にあるので交

流も進んでいる。そのため、在留しているベトナム人が多いのではないだろうか

現在の在日ベトナム人には留学生が多く、高等教育機関への留学生数は2015年時

点で中国に次いで多い4万9809人である。
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日本とベトナムの文化の違い

・18～27歳の男子に原則として2年の兵役義務がある。

・ベトナムでは正月を「テト」 と言い、年間を通じてもっとも重要な祝祭日であ

る。 旧暦で祝うため、毎年テトの日にちが変わる。

・ベトナムでは、ゴミの分別はされない。集積場に収集されはするが、再生利

用・環境汚染・処理方法は確立されていない。

居住地域 代表的集住地

都道府県別の人口100人あたりの在日ベトナム人ランキング(2014年)

1位 群馬(0.18人)

2位 東京(0.15人)

3位 愛知(0.15人)

課外活動:インタビュー・周辺調査

【場所】

福山商店・・・蒲田駅より徒歩約3分。ベトナム、タイ、中国の食材が揃う商店。

【インタビューした内容】

1.なぜ蒲田に住んでいるのか

2.日本で暮らす上での問題点は？

1.なぜ蒲田に住んでいるのか

A.都内で一番ベトナム人が暮らしていて、ベトナム人だけでなく、様々な人種の人が暮
らしているから住みやすいと思った。

法務省在留外国人統計【H.27】

2012年以降より
倍増している
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2.日本で暮らす上での問題点は？

A.部屋などを借りる祭に、ベトナム人だからという理由で断られたことがあった。

目立った差別は多くないが、内在する差別はまだある。

就業形態 雇用形態

・ベトナム法人とのコミュニケーターとして採用

・エンジニア、IT産業などでスキルのある人を採用

・日本人同様に採用

まとめ【課題】
・技能実習制度に内在する労働環境問題の見直し

→生産手段の多様化による労働力の減少

・ゴミの分別の問題などといった文化の違い

→エスニシティの多様化によるずれ

・日本人の多文化理解

→移民者との交流機会が少ない環境にある
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